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富小っ子 どまんなか学校  

５月も下旬を迎えました。今、富小っ子たちは毎日とてもがんばっています。授業に真剣に取

り組みながら、運動会の練習にも熱心に励んでいます。表現種目、個人種目、団体種目、開閉会

式やリレーのバトンパス練習など、それぞれがめざすゴールに向かって努力を重ねています。さ

らに、放課後には習い事や少年団活動に参加している子も多く、そのエネルギーには驚かされま

す。一方で、見えにくいところで疲れやプレッシャーがたまっている子もいるのではないかと思

います。五月病という言葉もあるように、この時期こそ「心を整える時間」を意識して持つこと

がとても大切だと感じています。 
 

私自身、先日「洞爺湖マラソン 2025」に出場し、42.195km を完走してきました。始業式で子ど

もたちに「５時間以内で完走する」と宣言していたため、それなりにプレッシャーもありました

が、なんとか約束を果たすことができ、ほっとしています。沿道からの「がんばって！」という

声援、湖畔の満開の桜、おにぎりやミニケーキの味——どれもが心に残る経験でした。体はボロ

ボロになりましたが、それ以上に心が軽くなり、「また挑戦してみよう」と自然に思えるようにな

ったのです。非日常の中で自分と向き合う時間が、心を整えるきっかけになったと感じています。 
 

最近、「こども真ん中社会」や「インクルーシブ教育システム」といった言葉を耳にするように

なりました。ですが、それを本当に実現するためには、制度やスローガンだけでは不十分です。

何よりも大切なのは、子どもたち一人ひとりが「自分は大切にされている」と実感できる日常の

時間や場がどれだけあるか、ということだと思います。 
 

その土台を支えるのは、私たち大人の姿勢です。大人自身が心にゆとりを持ち、自分を大切に

しながら前向きに生きること——その姿が、無言のメッセージとして子どもたちに伝わっていく

のではないでしょうか。「さぼる」「楽をする」といったことではなく、自分自身を見つめ直し、

心を整える時間を持つことは、子どものためにも大切なことだと思うのです。 
 

ご家庭では、お子さんが安心して自分らしく過ごせていますか？ 

特別なことでなくてもかまいません。子どもの心が整い、明日への 

力となるような時間や空間を、日常の中に少しだけ工夫して取り入 

れてみてほしいです。 
 

「富小っ子どまんなか学校」——それが本校の今年のめざす姿で 

す。学校と家庭が力を合わせて、子どもたち一人ひとりが「自分は 

大切にされている」と感じられる、そんな場所を共につくっていき 

たいと願っています。 

(イラストはチャットＧＰＴ 富良野の自然を感じ「心を整える」走る少年) 

 

5 月 15 日（木）から「運動会特別時間割」が始まっています。今年のテーマは、「限界を超えて挑戦し
ろ ～富小っ子の絆！」です。この言葉の通り、子どもたちは毎日の練習の中で、自分の限界に挑戦しなが
ら、仲間と力を合わせて取り組んでいます。 
開会式やラジオ体操、徒競走や選手リレー、団体競技、表現（ダンス）、SB など、どの種目、係活動に

も全力で臨む姿はとてもたくましく、見ているこちらも元気をもらえます。特に団体競技や表現では、声
をかけ合い、タイミングをそろえ、助け合いながら、一人ひとりが「チームの一員」としての責任をしっ
かり果たそうとしています。 
練習を重ねる中で、子どもたちは「仲間と力を合わせること」「最後まであきらめないこと」「自分を

信じて挑戦すること」の大切さを、体と心で学んでいます。まさに、運動会の準備を通して、心の成長も
感じられる毎日です。運動会は、6 月 1日（日）の午前中に開催を予定して 
います。晴天の下で、子どもたちが笑顔いっぱいで躍動できる日になること 
を、職員一同、心より願っています。保護者の皆様、地域の皆様、どうぞ当 
日はお越しいただき、ゴールに向かって全力で走りぬく富小っ子の姿に、あ 
たたかいご声援をよろしくお願いいたします。 

 5 月 2 日（金）、3 年生が富良野高校の生徒の皆
さんと一緒に、地域の特産物「玉ねぎ」の苗植えを
行いました。疑問に思ったことを進んで質問し、学
びを深めようとする姿が見られました。 
 この学習を通して、地域の自然や産業への関心を
高め、人と関わることの大切さを学んでいきます。
玉ねぎの成長とともに、子どもたちの学びの芽も大
きく育っていってくれることを願っています。    
 今後、生徒の皆さんのサポートを受けながら、観
察や収穫などの体験を行う予定です。 

 今年度も、たくさんの方に「富小っ子見守り隊」と
してご協力いただくことになりました。登下校の様子
に目を向けていただいたり、子どもたちに「おはよ
う！」「いってらっしゃい！」と声をかけていただい
たりすることで、子どもたちは「見守られている」と
いう安心感を持つことができます。その安心感は、子
どもたちの笑顔や元気につながります。 
子ども達にはこう話しています。「黄色いたすきや

腕章をつけている方が、見守り隊のみなさんです。会
ったときには、自分から元気にあいさつをしてみまし
ょう。あいさつを交わすことで、地域とのつながりが
深まり、みんなで『安心・安全なまち』をつくってい
くことができます。」 
これからも、みなさんの優しいまなざしとあたたか

い声かけを、どうぞよろしくお願いいたします。 

 「「他学年をまとめ、手本となる」という目標を掲げ、
最高学年としての自覚をもって活動に取り組んでい
る６年生です。縦割り班「スマイル班」活動の計画
を立て、下級生と楽しい時間を過ごせるよう、準備
をしてきました。 
５月 15日「（木）には、「スマイル班開き集会」が

行われ、班ごとに分かれて、遊びを楽しみました。
早速、６年生は遊びの内容を説明したり、ルールを
わかりやすく伝えたりと、リーダーシップを発揮す
ることができました。下級生たちからは、「初めての
遊びだったけど楽しかった！」「フラフープくぐりリ
レーをしたよ！」と 
いう声が教室に広が 
るなど、自分たちの 
企画の成果を実感す 
ることができました。 

校長 田畑 幹夫 

    

先生方も認めていた

だけると、すごく励

みになります。よろ

しくお願いします。」 

 
 

教職員 エージェンシーで「笑顔」と「潤い」を  
～今こそ「すべての子どもたちのために」～ 

子ども ゴールに向かって自分らしさを磨こう  
～心を通わせながら～ 
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富良野市立富良野小学校 

 １日（日）運動会 
２日（月）振替休業日（運動会） 
４日（水）知能検査２・5 年 
９日（月）交通安全街頭指導 

10 日（火）クラブ活動① 
11 日（水）市教研班研修 
13 日（金）2 年水泳学習 
15 日（日）音楽大行進 6 年 
16 日（月）6 年振替休業日（音楽大行進） 
17 日（火）4 年森林学習 
18 日（水）5 年宿泊学習①・2 年遠足 
19 日（木）5 年宿泊学習② 
20 日（金）1 年遠足 
24 日（火）クラブ活動②・6年環境教育・1年水泳学習 
25 日（水）避難訓練・6 年水泳学習 
26 日（木）4 年水泳学習 
27 日（金）口座振替日・5 年水泳学習 
30 日（月）クラブ活動③ 


